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3 月の小売売上高、前月比 1.6％増 

商務省は4月14日、3月の小売売上高（季節調整済み）を発表した。前月比1.6％増（前

年同月比7.6％増）の3,632億ドルとなった。 

業種別にみると、自動車（前月比6.7％増）が1月（同1.5％減）、2月（同1.9％減）の低

迷から一転し、全体を押し上げる主因となった。自動車販売の健闘は、各メーカーのインセ

ンティブ効果が大きいとも指摘されている。 

自動車以外の部門も好調だった。住宅関連では、家電（同1.3％減）が落ち込んだものの、

建材（同3.1％増）と家具（同1.5％増）が伸び、衣料（同2.3％増）は3ヵ月連続の増加と

なった。 

一方、ガソリンスタンド（同 0.4％減）は低調だった。ガソリン価格は前月よりも上昇し

販売量が低下して売り上げ減となった。エネルギー省の統計によると、3 月のレギュラーガ

ソリン 1 ガロン当たりの国内平均小売価格は 2.77 ドルで、前月（2.64 ドル）より上昇。さ

らに4月以降、2.80ドルを上回る水準で推移している 

 

4 月の既存店売上高、0.8％増 

国際ショッピングセンター協会（ICSC）は5月6日、大手小売店31社の2010年4月の既

存店売上高（季節調整前）を発表した。前年同月比0.8％増で、2月（同3.7％増）や3月（同

9.0％増）に比べると小幅な伸びにとどまった。4月が低調だったのは、主に移動祝日のイー

スター（4 月 4 日）が例年よりも早く、イースターの売上高の大部分が前月に計上された影

響が大きいためとみられる。 

業種別にみると、衣料品専門店（前年同月比1.3％減）、百貨店（同1.2％減）、ディスカウ

ントストア（同3.5％減）、ドラッグストア（同0.4％減）が軒並み減少した。 

一方、高級百貨店（同7.4％増）と会員制量販店（同10.2％増）は全体が低調だった中で

健闘した。ただし、会員制量販店の伸びは、主にガソリンの価格高が売り上げを押し上げた

影響が大きく、ガソリンを除く売上高は3.6％増に低下する。 

 




